
町 の
動 き

　町では、土地の有効な高度利用と居住環境の維持との調和を図り、良好な街並みの景観形成を図るため、建築物

の高さを一定の範囲に抑える高度地区（絶対高さ制限）を11月28日に都市計画決定しました。

　今後、高度地区の区域内で建築する建築物については、建築基準法に基づく確認審査で高度地区の制限内容に適

合することが必要となります。

問い合わせ　都市計画課　（内線２３１～２３３）

　高度地区は、都市計画法（第８条第１項第３号）に基づく地域地区のひとつで

す。その指定については用途地域が指定された区域に限られています。用途地域内

での市街地環境を維持するため、建築物の高さの最高限度を指定する場合と、土地利用の増進を図るため、建築

物の高さの最低限度を指定する場合の２種類があります。

　町内においては、ここ数年、社会情勢の変化によって、事業所等が移転し、その

跡地利用として高層建築物が増えてきました。中低層の住居が大半を占める市街地

内において高層建築物の建設をめぐり、周辺住民と事業者の間でトラブルが発生しています。こうした現状を踏

まえ、町では都市空間の形成や良好な居住環境の保全を図るために、建築物の高さに対して一定のルールが必要

であると考え建築物の高さの最高限度について指定を行いました。

　高度地区の指定は、良好な市街地環境の維持、保全を図る上で大きな要素である

ため、指定区域は景観、眺望にも配慮し、用途地域が第１種低層住居専用地域（既

に建築物の高さの最高限度が10ｍと定められています）に指定されている地域を除く市街化区域全域とします。

　町では建築物の高さの最高限度を原則として住居系用途地域は25ｍとしました。これは、おおむね８階の建築

が可能となり、敷地に緑地や駐車場、通路等を確保した上で、有効な土地利用が可能な範囲での高さ制限としま

した。工業系用途地域は、用途の特性と既存建築物の高さに配慮して10階を想定した31ｍとしました。また、国

道254号（川越街道）沿いは住居系及び工業系用途地域がありますが、川越街道は町の景観八景に選ばれた地域

であり、景観に配慮し最高限度を15ｍとしました。

　なお、高度地区の決定時に制限高さを超える建築物（既存不適格建築物）は同一の用途に限り現在の高さを限

度として建替えができる特例許可を設けています。

　三芳町では基本的に用途地域

別に高度地区の指定を行ってお

ります。ただし右表にあるとお

り、同じ用途地域でも高さの制

限が違う場所があります。

高度地区とは

指定の背景と目的

指定方針

指定内容 指定する地域について 高さの制限

第１種住居地域のうち北永井及び藤久保字北新埜の地域
第２種住居地域
工業地域及び第１種住居地域のうち国道254号道路端から（両サ
イド50ｍ）の地域

15ｍ
（おおむね５階）

第１種住居地域（高さの制限15ｍ地域を除く）
第１種中高層住居専用地域
近隣商業地域

25ｍ
（おおむね８階）

工業地域（高さの制限15ｍ地域を除く）
31ｍ

（おおむね10階）
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建築物の「絶対高さ制限」を定める都市計画高度地区を決定しました。

広 報 み よ し（ ） 

年金受給者が亡くなったときには
　年金を受ける権利は死亡によりなくなります。遺族の人は、すみやかに「年金受給権者死亡届」を提出

してください。届出が遅れると年金が過払いになり遺族の人などに返納していただくことになりますので

ご注意ください。

　また、年金は死亡した月まで受けられます。受けられる年金が残っているときは、死亡当時受給者と生

計を同じくしていた遺族の人に支払われますので、「未支給年金・保険給付請求書」を提出してください。

【添付書類】

●死亡届のみの場合

年金証書　 死亡の事実を明らかにすることができる書類

●未支給年金を請求する場合

前述 ・ に加えて

死亡した受給者と請求者の身分関係を明らかにする戸籍謄本　

生計を同じくしていたことを証明する書類（例：住民票）

※これ以外の書類が必要な場合もありますので、詳しくは社会保険事務所へお問い合わせください。

【問い合わせ】所沢社会保険事務所　 04 2998 5427

　　　　　　　住民課国保年金係　内線153～156
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工　事　名 完成予定 備　　　考

町道幹線４号線道路修
繕工事

平成21年
２月10日

北永井１区地内
工事延長距離184.50ｍ

町道幹線21号線配水管
布設工事（その２）

平成21年
３月６日

上富３区地内
工事延長距離256.40ｍ

町道上富193号線配水
管布設工事

平成21年
３月６日

上富３区地内
工事延長距離183.83ｍ

工　事　予　定　一　覧　表
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